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１．学位論文，申請書等の種類と提出部数（実施細則第７条） 

（１）必ず提出するもの 

① 学位論文審査願  （別記様式第２号－２）    １部  

② 学位論文                             ５部 

③ 履歴書     （別記様式第６号）                      １部 

④ 学位論文の要旨 （2,000字以内） （様式第３号）   ５部 

・用紙及び行数 Ａ４用紙、１ページ３６行 

・書体 明朝体 10.5ポイント 

⑤ 学位論文の英文要旨（400words以内）（様式第５号）       １部 

・用紙及び行数 Ａ４用紙、１ページ３６行 

・書体 Times New Roman 12ポイント 

⑥ 最終学歴を証明する書類                     １部 

⑦ 研究業績調書（別記様式１）                    １部 

⑧ インターネット公表に関する承諾書(及び公開可能なバージョンの論文データ) １部 

 （別記様式２） 

⑨ 倫理関係チェックリスト（別記様式３）                １部 

⑩ 国際レベルの学術雑誌又は全国レベルの学会の学会誌投稿報告書       １部 

 （学位取得後、１年以内）（別記様式４） 

⑪ 剽窃結果                                ５部 

⑫ 学位論文の剽窃に係る届出書                       １部 

（２）必要に応じて提出するもの 

⑬ 参考論文目録（別記様式第７号） １部 

  及び参考論文 ５部 

 

２．提出方法 

提出先：〒693－8501 島根県出雲市塩冶町８９－１  

島根大学医学部学務課大学院担当  

TEL  0853-20-2086,2083 内線 2086,2083 

E_mail：msa-daigakuin@office.shimane-u.ac.jp 

 

学位論文の提出方法については原則持参とするが書留郵便による提出も可とする。 

不明な点等については，上記担当に照会すること。 

 

３．学位論文について（実施細則第４条第２項） 

（１）学位論文は，単著に限るものとする。 

（２）年度途中で開催される中間発表会で研究の進行状況を発表した論文とする。 

 

４．提出時期（実施細則第３条） 

第３年次の当該年度の１１月１５日正午までとする。ただし、標準在学期間を延長した者（長期履

修者、留年者）については、第３年次の当該年度の５月１５日正午までに提出できるものとする。提

出期限が土曜日又は日曜日にあたるときは、その日の翌々日又は翌日の月曜日とする。 

 

５．学位論文の予備審査（細則第５条第２項、申し合わせ第３項） 

（１）予備審査会は主指導教員が招集して議長となり、主査１名、副査２名の３名で実施する。 

（２）予備審査会は、論文修正に必要な時間を確保するために、１１月１５日申請の論文については

１２月中旬に、５月１５日申請の論文については６月中旬に非公開で開催する。 



- 2 - 

 

（３）提出された論文の内容を「７．学位論文の審査基準」に照らして検討し、学位論文に値するか審

査し、結果を１２月下旬（１１月１５日申請）もしくは６月下旬（５月１５日申請）に開催する

看護学専攻博士後期課程委員会に提出する。 

 

６．学位論文の公開審査 

論文審査の客観性と公平性を担保するため、学内において公開で行う博士論文発表会における口頭

発表と口頭試問により細部にわたって審査する。 

 

７．学位論文の審査基準（規則第１０条） 

博士論文は、看護学専攻博士後期課程のディプロマ・ポリシーが求める能力を習得したことを示

す、独創性、新規性、普遍性、論証性のある明瞭且つ論理的に展開されたもので、研究成果は国際

的公表に値する学術的価値の高い内容でなければならないことから、以下の審査基準をすべて満た

すことが求められる。 

Ａ）論文の構成 

①論文の題目が適切である。 

②研究の背景は記述され、研究の意義及び目的が明確である。 

③目的に対応した結果がわかりやすく提示されている。 

④得られた結果に基づき、矛盾や飛躍のない考察が記述されている。 

⑤結論が適切に導き出されており、簡潔明瞭に記述されている。 

⑥引用文献が適切に用いられている。 

Ｂ）内容 

①看護学や看護実践の発展に貢献する学術的意義の高い内容を有する。 

②フィールドでの課題探索を含めて、国内外の先行研究が包括的且つ広範囲に検討され、研究

背景が系統的に示されている。 

③研究目的が明確に設定され、妥当な研究デザインに基づく適切な研究方法が用いられている。 

④データ・資料などを的確に収集し、妥当な分析を行っている。 

⑤研究成果の新規性、普遍性、看護学における学術的意義について、引用文献を適切に 

用いて論証している。 

⑥研究成果は、看護学の発展に寄与するとともに、社会的貢献度が高く、国際的公表に値 

する。 

⑦文章表現が適当であり、論文構成が適切で論文全体の論旨に一貫性がある。 

⑧研究の全プロセスにおける倫理的配慮が適切になされている。 

 

８．学位論文の公表（規則第１８条） 

（１）博士（看護学）の学位を授与された者は、学位論文が学術論文として印刷、公開されるよう、

指導教員の指導のもとに、学位を授与された日から 1年以内に関連分野の国際レベルの学術雑誌

又は全国レベルの学会の学会誌に原著として投稿しなければならない。ただし、学位が授与され

る以前に既に公開している場合は、この限りではない。 

なお、学位論文のデータを島根大学医学部学務課大学院担当に提出することにより、医学図書

館のリポジトリに登録され、国立国会図書館でも公開されることになるので、学位論文審査後、

遅くとも修了年度の３月３１日までに提出する。 

（２）学位論文が学会誌等に投稿されたときは、修了後１年以内に別紙「国際レベルの学術雑誌又は

全国レベルの学会の学会誌投稿報告書」（別記様式４）により報告しなければならない。 
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９．剽窃検知ソフト（iThenticate）の運用方法 

   研究論文等の剽窃・盗用等の不正行為防止及びよりスムーズな論文投稿支援を目的として、剽

窃検知ツール「iThenticate」（アイセンティケイト）を用いて論文チェックを行うこと。 

 （１） 剽窃のチェック対象 

      学位論文 

 （２）剽窃のチェック方法 

     学位申請者及び指導（紹介）教員は「iThenticate」を用いて剽窃チェックを行うこと。 

 （３）剽窃結果及び「学位論文の剽窃に係る届出書」の提出 

     剽窃結果並びに学位申請者及び指導（紹介）教員がサインした「学位論文の剽窃に係る 

届出書」を学位申請時に学務課に提出すること。 

 （４）運用フロー 

    ①利用者登録 

      指導（紹介）教員は、総務課企画調査係(e-mail:mga-kikaku@office.shimane-u.ac.jp)へ 

メールに次の情報を記載して、申し出る。 

     【a.所属、b.氏名（漢字）、c.First Name、d.Last name、e.Email address】 

   ↓ 

    ②登録連絡（総務課企画調査係から指導（紹介）教員へ） 

       ↓ 

    ③利用開始（サイトへアクセスしログイン） 

       ↓ 

④学位申請者は，論文を剽窃チェックした後「学位論文の剽窃に係る届出書」に署名し、 

指導（紹介）教員へ 

       ↓ 

    ⑤指導（紹介）教員は、＊剽窃結果を自ら確認し、「学位論文の剽窃に係る届出書」に署名 

       ↓ 

    ⑥剽窃結果及び「学位論文の剽窃に係る届出書」を学位申請時に提出 

（学務課大学院担当宛）（剽窃結果は、カラー両面印刷したものを提出すること。） 

       ↓ 

    ⑦学位論文審査委員は剽窃チェック結果を確認（学務課大学院担当から審査委員へ配付） 

    

【学位審査終了後、学位論文に修正があった場合】 

  再度、次の手順を行う。 

   ④ → ⑤ → ⑦ → ⑥ 

 

 ＊剽窃結果とは、「iThenticate」でチェックし結果（類似度レポート）をいう。 

  なお、剽窃チェックは、(1) 引用文献の除外、(2) 参考文献の除外、(3) 材料と方法のセクショ

ンの除外を実施、さらに、(4) 2% 以下のソースを除外して実施する。
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（２）学位論文の要旨（様式第３号） （１）学位論文審査願（別記様式第２号－２）                             

 
 

学 位 論 文 の 要 旨 
氏 名  ○ ○ ○ ○ 

学 位 論 文 名   

 

論文内容の要旨 

 

 

学 位 論 文 審 査 願 
令和○年○月○日 

島根大学大学院医学系研究科長 殿 

 

所属専攻名 看護学専攻博士後期課程 

（○○年度入学） 

       (自署) 氏名 ○ ○ ○ ○ 

  

  島根大学学位規則第５条第２項の規定に基づき，下記の書類を提出

しますので，審査くださるようお願いします。 

 

記 

（必ず提出するもの） 

学 位 論 文          ５部 

学位論文の要旨          ５部 

学位論文の英文要旨        １部 

履  歴  書          １部 

最終学歴を証明する書類      １部 

研究業績目録         １部 

インターネット公表に関する承諾書 １部 

倫理関係ﾁｪｯｸﾘｽﾄ          １部 

学位論文の剽窃に係る届出書    １部 

（必要に応じて提出するもの，該当にチェックすること） 

□ 参考論文目録         １部 

□ 参考論文           ５部 

 

（自署） 研究指導教員氏名  ○ ○ ○ ○  

 

９
．
申
請
書
類
の
記
入
例
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（４）履歴書（別記様式第６号）       （３）学位論文の英文要旨（様式第５号）  

履 歴 書 

ふりがな 

氏  名 ○
ふ

○
り

○
が

○
な

 

男
・

○女 

本籍地 島根県 

生年月日 

（年齢） 

平成元年 4 月 10 日 

（30 歳） 

現住所 島根県出雲市塩冶町 89-1 
電

話 
(0853) 20-2086 

学 歴 

年 

平成 

２３ 

２５ 

 

２７ 

２８ 

月 

 

３ 

４ 

 

３ 

４ 

 

 

島根大学医学部看護学科 卒業 

島根大学大学院医学系研究科医科学専攻 

看護学専攻博士前期課程 入学 

同上修了 

島根大学大学院医学系研究科医科学専攻 

看護学専攻博士後期課程 入学 

現在に至る 

職 歴 

研究歴 

年 

平成 

２３ 

 

月 

 

４ 

 

 

 

 

島根大学医学部附属病院看護師に採用 

現在に至る 

 

上記のとおり相違ありません。 

令和○○年○○月○○日 

               氏 名  ○ ○ ○ ○  ○印 

 
 

 学 位 論 文 の 要 旨 

氏 名  ○ ○ ○ ○ 

 

学 位 論 文 名   

 

論文内容の要旨 

 

 

INTRODUCTION 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

MATERIALS AND METHODS 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

RESULTS AND DISCUSSION 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

CONCLUSION 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
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（６）インターネット公表に関する承諾書（別記様式２）      （５）研究業績調書 （別記様式１） 

インターネット公表に関する承諾書 
 

  年  月  日 
 
学術情報機構附属図書館長 殿 
医学系研究科長  殿          

所属（在学者は、専攻名及び学生番号） 
 

氏名（自著） ○○ ○○                
 

 私が執筆しました下記の博士学位（請求）論文について，インター
ネットの利用による公表を承諾します。なお、やむを得ない事由に
より公開できない場合もこの事由がなくなったときに公表すること
を承諾します。 
論文題目(和)  

論文題目(英)  

発表雑誌 誌名： 
ISSN： 
巻号：         ページ：       出版年月： 
PMID：   医中誌 ID：    DOI： 

複写の可否 附属図書館で保有する上記論文について，図書館利用者より複
写の申込みがある場合には， 
□全ページ複写を承諾します  □全ページ複写を承諾しません 

公表の条件 □学位取得後，1 年以内の公表を承諾します。 
□下記理由により，指定した期日の公表を承諾します。 
※学位取得後 1 年以内に公表できない場合は「やむを得ない事
由」と認められる理由が必要です。 
【公表日】   年   月   日 
【理由】 

論文の公表に

係る確認事項 

博士論文に共著者

がいる場合 

□共著者全員の承諾を得ています。 

論文中に他の著作
物からの引用が含
まれる場合 

□出典を明示するなど，適切な処理を

行っています。 

該出版社等が定め
る著作物の利用に
関する規定上，機
関 リ ポ ジ ト リ
（ Institutional 
Repository）での
公開が認められて
いるか 

□Submitted Version の公開が可能。 

（Embargo    Months） 

□Accepted Version の公開が可能。 

（Embargo    Months） 

□Published Version の公開が可能。 

（Embargo    Months） 

□いずれも公開が認められていない。 

指導教員確認欄  氏 名          印 
  

 研究業績調書 

 

学生番号   氏  名 ○○ ○○ 

学術論文、研究発

表、特許等の名称 

発行又は発表

の年月日 

発行所、発表雑

誌又は発表学

会等の名称 

備考（共著者名

又は共同発表

者名 

 

   

  

    

（注意）年代順に記入してください。 
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（８）国際レベルの学術雑誌又は全国レベルの学会の学会誌投稿報告書 （７）倫理関係チェックリスト （別記様式３）  
                         （別記様式４） 

  年  月  日 
 
医学系研究科長  殿          

 
 

学位記番号 博士（看護）  号 
 

氏名（自著） ○ ○ ○ ○ ○印                

 

国際レベルの学術雑誌又は全国レベルの学会の学会誌

投稿について（報告書） 

 

 

学位論文名 

雑 誌 名  

（巻,初頁～終頁,年） （○○,577-582,2018） 

 倫理関係チェックリスト 
 

氏名  ○○ ○○    
 

１．ヒトを対象とする研究である 
   □ 該当する（設問２へ）  □ 該当しない（設問３へ） 
２．倫理委員会の審査を受けている 
   □ 医学研究倫理委員会（□）または看護研究倫理委員会（□）の審査を受けている 

□ 他機関等の審査を受けている（審査機関：            ） 
□ 審査を受けていない  
審査を受けている場合は、次を記載すること 

     申請承認年月日        年   月   日 
研究許可期間・始期      年   月   日 
研究許可期間・終期      年   月   日  

  ※他機関等で審査を受けた場合は，審査結果がわかる書類を添付すること 
３．動物を対象とする研究である 
   □ 該当する（設問４へ）  □ 該当しない（チェック終了） 
４．専門委員会等の審査を受けている 
   □ 出雲キャンパス動物実験専門委員会の審査を受けている 
   □ 他機関等の審査を受けている（審査機関：           ） 
   □ 審査を受けていない 
    審査を受けている場合は、次を記載すること 
     申請承認年月日        年   月   日 

研究許可期間・始期      年   月   日 
研究許可期間・終期      年   月   日 

※他機関等で審査を受けた場合は，審査結果がわかる書類を添付すること 
 
※「学位論文の要旨」への記載 
ヒト又は動物を対象とする研究の場合、医学研究倫理委員会、出雲キャンパ

ス動物実験専門委員会、看護研究倫理委員会又は他の倫理審査機関で承認され
たことについて、「学位論文の要旨」の MATERIALS AND METHODS に
下記の文言を入れる。 
 
○ヒトを対象とする研究の場合 （例：医学研究倫理委員会で承認された場合） 

The study protocol was approved by the Medical Research Ethics 
Committee, Shimane University Faculty of Medicine. 
○動物を対象とする研究の場合 

All experiments with animals in this study were approved by the 

Animal Care and Use Committee of Shimane University, Izumo 

Campus. 

 



- 8 - 

 

（９）参考論文調書（A4 判）（別記様式５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参 考 論 文 目 録 
氏 名  ○ ○ ○ ○ 

No. 

全 著 者 名 及 び 論 文 名 

（筆者名は論文記載順に書き，本人のところにア

ンダーラインを引くこと） 

雑 誌 名 

（略さない雑誌名，巻，初頁から終頁，年の順） 

１ 

 

 

 

２ 

 

 

○○○○，○○○○，○○○○○，○○○○，○

○○○，○○○ 

リノール酸自動酸化物の肝毒性の解明 

 

○○○○, ○○○○ ○○○○○，○○○○○ ○

○○○○○○ 

Structure and function of prostaglandin F 

syntheses 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

 

生化学  

(63, 569-575 ,2011) 

 

 

Journal of Biological Chemistry 

(267, 511-521 ,2011) 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

 

 

 

 

備考 １．参考論文は，発表年次順に記入し，論文が未発表のときは，公表予定の旨を雑誌名欄に記載すること。 

   ２．書籍の場合は，著者名，発行所，発行年，その一部の場合は，当該頁も併記すること。 

   ３．論文が多数で用紙１枚に記入できない場合は，この用紙を複写して用いること。 

   ４．参考論文は，主題に関連したものとし，編数は問わない。 
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（１０）学位論文の剽窃に係る届出書（別記様式６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学位論文の剽窃に係る届出書 

 
医学系研究科長 殿 

 

 確認欄 

 □ 私が作成し、提出した下記の学位論文において、剽窃行為は行っていません。 

また、本医学研究科において定める方法により、剽窃チェックを行った結果、

問題ありませんでした。 

                 記 

 

 学位論文題目：〇〇〇〇・・・・・ 

 

〇年 〇月 〇日 

学位申請者（自署）： 〇〇 〇〇       

 

以下、指導（紹介）教員確認欄 

 

確認欄 

 □ 上記の者が提出した学位論文について、本学研究科において定める方法によ

り、剽窃チェックを行った結果、問題は認められませんでした。 

 

年  月  日 

指導（紹介）教員（自署）： 〇〇 〇〇   

 

 iThenticate チェック結果 

（剽窃チェックは、(1) 引用文献の除外、(2) 参考文献の除外、(3) 材料と方法の

セクションの除外、さらに、(4) 2% 以下のソースを除外して実施する。）  

 

        類似度（Similarity Index）             ％ 

 

 □ 類似度が低かったため、剽窃等の問題はないと判断した。 

 □ 類似度が確認されたが、以下の理由のため剽窃等はないと判断した。 

 （理由：                             ） 


